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はじめに
明治維新政府が，日本近代化発足にあたって富国強兵を目的とし，殖産
興業をその手段とし，それらを支える社会的文化的基盤として文明開化を
おいたことは周知のとおりである。本論稿は殖産興業を明治政府の西洋化
を志向した西欧化政策の諸政策の総体をさすものと理解して，維新政府の
経済財政政策等の最初の責任者となった三岡八郎の，いわゆる由利財政の
日本近代化発足にあたって果した経済史的意義をみようとするものである。
一，明治維新政府の財政窮乏と資金調達
1. 新政権の弱体
1871 (明治4)年7月14日に断行された廃藩置県によって文字通りの中
央集権政府を樹立した維新政府も，それまでは封建的領有制度が旧来のま
ま厳存し，経済も領主経済が存続しており，政治的にはいわゆる諸藩の
「寄合い世帯」で，新政権はみずからの軍事力も物質的基盤ももっておら
ず，その実権は極めて弱体であった。 I五カ条の御誓文」にしても，倒j幕
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の主勢力であった薩長が王政復古の名において徳川幕府に代る実権者にな
るのではないかという一般的危倶から，薩長の専制化，または両藩のその
争奪戦を防止する牽制目的をもって，越土両藩が追って，薩長に宣誓させ
たものであるといわれるほど，諸藩相互の疑心暗鬼が強い底流をなしてい
たのであった。木戸孝允はかれの廃藩置県の日の日記の中でつぎのように
述べている。 r御一新之際諸藩京都之戦争よりして東北之戦引つづき漸一
年を経て天下平定，然して藩々互に肩を比し曜は長を見，土は肥を窺ひ，
各皆日本内之事に着目し遠く宇内之大勢をー観L世界万国に対立する之大
策なし。且事1]廷微力にして各藩各心或は擢夷と言或は鎖国と言或は開国と
言当日是を統一するの遠謀なくんば天下の瓦解日を刻し待ベし」。 新政府
の弱体と徳川幕府のごとき第二の覇者を生ぜしめないために強力な中央集
権的統一国家体制が熱望され，その第一の手段として，廃藩置県のための
外濠の埋滅の役割を果す版籍奉還が日程にのぼってくるのはこのためであ
る。
維新政府の弱体的実態は後述する参与三岡八郎の経済政策いわゆる由利
財政の推進過程にも明白に具現されている。外国官副事知のまま会計官の
事務を兼務し，由利財政を引継いだ参与大隈重信のいわゆる第一期大隈財
政になると諸藩に対し外国貿易を制限し藩財政に対する統制・干渉をおこ
なうなど中央集権化の政策が経済政策の分野でもかなり積極的に推進さ
れ，商人資本の動員も，その方向に治って活用されていく。由利財政のば
あいは諸藩連合政権的な維新政府の性格を反映して，藩財政に対する干渉
はほとんどみられず，太政官札(金札〕貸付けをとおしての殖産政策にお
いても諸藩石高貸しにみられるごとく，区別なく一般的に便宜を計ってお
り，集権化の方向を志向しながらも，諸藩に対してかなり妥協的姿勢が強
かった。外国貿易においても諸藩は開港地に物産商会所を設け，外商と直
1)高橋亀吉「日本近代経済形成史」第三巻24-5頁。
2) 1松菊木戸公伝」下1328頁。
3 )明治維新政府の弱体的実情と廃藩置県までの経過については，高橋亀吉 前掲書
24-31頁参照。
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接貿易をすることを容認されていたから，諸藩に対する石高貸しはかえっ
て藩財政を強化する結果をまねいたと考えてもさしっかえない。
すですこ述べたごとく，みずからの物質的基礎をもたない維新政権にとっ
ての当面の最大緊急課題は財政問題であり，財政的基礎の確立はもっとも
早期解決を迫られた中心的課題で、あった。それだけに新政府にとっては経
済制度の統ーのために貨幣・金融・流通の統一・整備をはかるとともに，
なお散存している領主経済による諸藩の財政権を中央に集中して統一的財
政権を確立することが急務であった。新政府首脳は r分離セシ国力ヲ合
併シ，一致ノ政体ヲ立テJ (大隈重信) r政令帰一」の中央集権的近代国
家を樹立するためには，幕藩体制下の個別領有権を否定して，諸藩のもつ
貢祖徴収権を新政府のもとに統一し，近代的財政権を確立することの必要
性を痛感していた。政体一致に対して国家財政が不可分の関係にあるから
である。後日新政府の日程にのぼってくる廃藩置県の目的について，井上
馨はかれの大蔵少輔当時の回顧談のなかで，つぎのごとく述べている。
「大蔵省において見れば，どうしても藩の収入を皆中央政府に取ろうとい
う論になる……j，rそれで，どうしても廃藩立県をやらぬとL、かぬと言う
のは，実際に就いてであって空論じゃなかった。廃藩立県をして諸大名の
財政を取らにゃいかぬ。……J。 これにつづく回顧談のなかでも井上は経
済的・財政的側面から廃藩置県の不可避性を強調しているようであるO も
ちろん財政は政治と経済の結接点であり，政治的性格を過少評価すること
は至当ではないにしても，井上の昆藩置県断行への動機づけは，困難をき
わめた維新政府財政の当時の担当者としての発想が示されており興味ぶか
L 、。
4)山本弘文「初期殖産政策とその修正J(安藤良雄編「日本経済政策史論」上所収〉
5頁。
5) r大限文書」第一巻 1頁。
6)原田三喜雄「日本の近代化と経済政策J38頁以下参照。
7) r世外侯事歴維新財政談」中巻25頁。
8)向上202-3頁。
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2. 新政府の財政窮之
成立早々の新政府の財政収入はそのまま朝廷の財政収入を内容としてい
た。朝廷の収入は旧来の御料3万石のほか， 1861(文治 1)年ならびに1864
(元治 1)年以降幕府から年々献納されていた30万俵(石代納〉にすぎな
かった。これらのほかに固有の財源といえるものは何ひとつなく，しかも
出費多端な当時の世情を反映して朝廷の内情は窮迫しており，国務は皆無
にひとしかったので、ある。連合政権としての新政府は廃藩置県までの期間
は，戊辰戦争開戦後政府直領の旨公布して没収した全国の約4分の 1の旧
幕府所領 819万石を歳入源とし，中央政府として増大しつづける歳出との
板ばさみにあって苦境に立っていた。 I貨政考要」はつぎのごとく述べて
いるo I然レトモ政権ヲ維持セント欲セパ財本ナカルヘカラス，而テ当時
朝廷ノ有セシ所ノ土地ハ僅ニ尺寸ノ禁領ニ止マリ…幕府ハ名義上日本全国
ニ対スル政権ヲ奉還シタリト雄モ，其ノ直領ハ八百十九万石内ニ於ケル政
権ニ至ツテハ主主モ前日ト異ル所ナク，而テ諸藩ト云ヒ寺社ト云ヒ之亦各其
ノ封領ヲ所有シタレハ朝廷ハ他ニ所得ヲ得ノレノ道ナカリキ。故ニ朝廷ハ当
時ノ将軍徳川慶喜ヲ諭シ某ノ官ヲ辞シ其所領ヲ朝廷ニ返納セシメントシタ
レトモ慶喜ハ物情鎮定ノ後ニ非レハ辞官納地ハ不可ナル旨ヲ陳シ許諾セサ
リキ。(中略)故ユ明治元年ヨリ同四年ニ至ノレノ間ハ政府ノ歳入常ニ欠乏
ヲ告ケ且ツ会計ノ組織整頓セサルヲ以テ非常ノ困難ヲ感シタリJoI明治政
府の財政はまず政府紙幣と借入金とで出発した」といわれるごとく，必然
的結果として生ずる大幅な赤字財政は，外債を除けば，もっぱら三都を中
心とする都市大商人からの借入れと政府紙幣の発行に依拠してまかなわざ
るをえなかったので、ある(第 1表参照〉
9) 1岩倉公実記」中巻185頁， 1徳川慶喜公伝」第四巻141頁。
10) r貨政考要J(1明治前期財政経済史料集成」第13巻所収295-6頁)
全国の土地が名実共に新政府の直領となるのは1871(明治4)年7月の廃藩置県
以後のことであるが，社寺領地のlまあいは， 1870年12月に境内を除いて一般上地を
命ぜられている。(1"大日本租税志」第一蹄508頁)
11)大内兵衛「日本財政論一公債J22頁。
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当時の政府財政窮乏の実状がわれわれの想像もおよばないものであった
ことは，つぎのごとき事情からうかがし、知ることができる。由利が友人宛
の手紙に「皇家におかせられては金穀の財えトントこれなく侯」と書き送
っているといわれること(元同志社大学総長住谷悦治先生の話入また1867
(慶応 3)年12月26日，金穀出納所が地元京都の豪商三井(三郎助〉・小野
(善助〉・島田(八郎右衛門〉三家に献金方を要請してくだした諭告には，
第 1表 維新政府の財政収支(慶応3年12月~明治4年 9月〕
歳 入 歳
地 相 24，924蜘訓i円省諸費|
海 関 税 2，943，768.476陸海軍費
各 種 税 1，863，926.008地方言語費
(単位・円)
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100，178.971 
439，336.957 
7，539，298.252 
4，02l.l48.047 
丸山47ω|
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36，842，869.812 
公債および借入金 10，426，382閃
臨時貸金返納
旧幕およびi日藩公約金
臨 時 雑 入
例 外 歳 入 言十
9，000，870.186 征 討 諸 費
599，401.377 !日幕，旧藩に属する諸費
1，389，774.797 官 工 諸 費
8，150，う19.794
4，301，634.525 
7，523，110.114 
2，725 ，396.478 i 76，916，428.928 東孝，官吏洋行，勧業其他諸費
諸貸付金 I2μ4，16臼2，0旧11.6ω01i 
(悶返償向一利子刊I 6…3担山…包ω3ぬ97釘
臨時雑出 60ω3，81凶6.90句5 
t例F列1 外歳出計 I5臼3，79ω0，8銘86.72幻1! 
1 
歳 入 合計|山，6却閃3川比釘973引|歳出 合計 I9ω0，63お札幻3丸υ，7花56.5臼33引
残 19，998，058ωi
山本弘文「初期殖産政策とその修正J 安藤良雄編「日本経済政策史論J上所収)7頁より。
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「未だ幕府より会計方の引渡なければ，恐多くもー金の御貯えなき姿にて」
とあり，さらに1868(明治 1)年5月8臼，会計基立金調達の目的で発せ
られた論告には r皇道新ニ復シ国是漸ニ定リ万機御親裁ニ出テ百事将ニ
備ラントス。是時ニ当テ独備ラサルモノハ金穀ナリ。右ハ全ク徳川慶喜政
権奉還ノ節，国家ノ用度併テ返上勿論タルヘキノ処，其儀末タ相運ノ、サノレ
内春来ノ始末二立至り朝廷無所入ニシテ出ノレ処ノ御費用不一方ニ依レリ」
とあって，いづれも維新草創期の財政窮乏の実状を訴えている。
そもそも維新政府成立当初においては政府財政と朝廷の内務とはいまだ
区別されておらず，しかも朝廷の金穀が窮乏している上に，上述のごとく
徳川慶喜がいまだ朝廷に領地返上を果していないところから，維新政府の
財政政策は徳川慶喜との政治折衝をもって出発した。いまそれまでの経過
を年表風にみればつぎのごとしである。 1867(慶応3)年10月14日薩長両
藩に討幕の密勅が下った。同じ14日将軍徳川慶喜は山内(豊信〉・後藤(象
次郎〉らの説く公議政体論に望みをかけてかれらの勧告をいれ，大政奉還
の上表を奏請した。朝廷は翌15日，これを勅許した。同10月25日， 10万石
以上の諸侯に対して11月を予定して諸侯会議を開くため上京すべしと下命
したが，召命を辞退するものが続出し，政局が混迷しているあいだに，岩
倉・西郷・大久保・木戸などの武力討幕派は，土佐藩の主張する公武政体
12) r三井家奉公履歴J1頁。神長倉真民「明治維新財政経済史考J52頁。
13) r岩倉公実記」中巻458頁。
14)国庫嘉之について言及したものはほかに，井上馨の「金は一文も朝廷にありはせ
ぬJ (1世外民事歴維新対政談J)をはじめとして，維新関係文書の随所にあらわれ
ているが，つぎの逸話も如実に財政窮乏の実態を物語っている。 1867(慶応3)年12
月9日，人材登用の令が発せられ，全国各地から 100人余が召集されたが，かれら
のフトンがなし、。奔走の結果，なんとか 130畳を借り集めたが，その借賃はついに
支払われなかったという。 (1世外侯事歴維新財政談」上巻4-5頁。〕
15)将軍徳川慶喜は大政奉還を建白するにあたって， 1当今外国之交際日ニ盛ナノレヨ
リ愈朝権一途ニ出不申侯i(rJ者綱紀難立去侯間，従来之!日習ヲ改メ政権ヲ朝廷ニ奉
帰，広ク天下之公議ヲ尽シ聖断ヲ仰キ，同心協力共ニ霊園ヲ保護J(i岩倉公実記」
中巻75頁〕する決意であると表明している。
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論をおさえて， 12月9日小御所会議でクーデターを敢行し，新政府の理想、
とする「王政復古Jの大号令が施政方針として発せられたのである。
その夜の小御所会議では徳川将卒の処分問題が主題であったが，この会
議で討幕派が山内・松平慶永らをおさえて将軍慶喜に辞官(内大臣〕・納地
を命ずることを決定した。しかるに慶喜は辞官納地を勧告されると，これ
に回答せず，大政奉還はしたものの新政府とのあいだに政権交代=財政権
の授受について円満な談合をもたないまま，京都二条城から大阪城へと退
去した。
「一金の御貯之なき」財政窮乏の朝廷新政府は，同12月14日早くも，慶
喜に対して献金を要請せざるをえなかった。岩倉具視が従来官中御台向御
用をうけたまわっていた戸田大和守に内命して，朝廷御手薄のため，先帝
孝明天皇の一周年祭の行事さえもおこなわれがたし、からとして，極秘のう
ちに大阪城の慶喜のもとへ無心におもむかせたので、ある。結局幕府側から
小堀数馬(代官〕をとおして，その保管する貢納金を前後約5万両ほどと
いわれる献金をうけて，これによって急場を救われたので、あるO この朝廷
政府側と幕府側との政治折衝が維新政府の財政政策の発端である。
政府側は，慶喜が大政を奉還した以上は同時に辞官納地をするのが当然
である，名分上大政奉還しても実質的にいぜん土地・人民を領有して，た
だ単に大政奉還をするというだけでは，口先だけで真に誠意あるものとは
認めがたいとして，強く辞官納地を迫った。政府側とすれば王政復古の大
号令とともに総裁・議定・参与の三職が設けられて新政府の政治機構が備
わったにもかかわらず，大政を総覧する実質的内容である財政が無一物で
はまったく維新の実をあげることが不可能であるO それだけに岩倉・西郷
らを中心とする討幕派は緊急の最大問題として，とくに納地を将軍慶喜に
16)朝廷新政府が徳、JI慶喜にひそかに献金を要請した事情について，政府倶ijの見解は
「岩倉公実記J(中巻185-6頁)を，幕府側の見解は「徳、)I[慶喜公伝JC第四巻205
頁)を参!照。なお藤村通「明治対政確立過程の研究JC増補版)中央大学出版部4
頁参照。
17)藤村通前掲書4-5頁。
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強く迫ったのである。かくして政局の焦点は納地問題にしぼられていっ
た。これに対し慶喜は「謹んで命を奉じ，官位は速かに辞退するが，納地
問題は今暫く御猶予を請ひ，国内の人心静議を待って奉還する」旨奏上し
た。小御所会議以来徳川所領のうち 200万石を朝廷政府に納めることを要
求されていたが，幕府側としては幕府持高所領400万石とはいっても，そ
の実質収入は 200万石にすぎなし、。その 200万石を献上すれば幕府側の会
計が成り立たなくなるとして単独負担に難色を示したので、ある。もちろん
納地としづ重要問題となると単に将軍一家の問題にとどまらず，旗本以下
の多数の家臣の生活問題，さらには諸藩にも関係をおよぼす事柄であった
ことも慶喜が納地を拒否した大きな理由で、あった;
すで、にみたごとく，慶喜は「物情鎮定ノ後ニ非レハ辞官納地ハ不可ナル
旨ヲ|凍シ許諾セサリキJ (1貨政考要J)という状態で，未解決のままとな
っており，しかも新政府は財政の目途がまったくないところから，幕府所
有高のうち幾分かを献上するよう慶喜に伝えてほしいと，その仲介方を岩
倉から尾州公徳川慶勝と越前侯松平春主誌の二人に要請した。春獄公はその
聞のいきさつについてつぎのように述べている。 1岩倉公より慶永(春巌〕
申参候故，小御所御下段へ参り候処，今般格別の御英断を以，日本一国中
の大改革被仰出侯ニ就而は，慶喜公は願の通り政権返上並将軍職被廃侯
旨，御書付にて御渡有之，且又此度以降英断御変革被仰出侯得共，於朝廷
は兵馬ノ権力も無之，第一会計の目途も無之候に就ては追々是等の儀被仰
出可有之侯へ共，差当り於慶喜公は，幕府所有高ノ内幾分カ献上有之候様
慶喜へ相達し可申との事。尤屠張大納言・越前宰相両人へ被仰付候旨也」。
維新政府からすれば， 1天皇御領三万石をもってしては経費支弁の方法
18)沢田章「明治財政の基礎的研究J10-11頁。
19) i岩倉公実記」中巻203頁以下， i徳川慶喜公伝」第四巻第三十章参照。
20)同上11頁。
21)藤村通前掲書3頁。
22)沢田章前掲書1頁。
23) i逸事史補J(1松平春獄全集」第一巻所収)355頁。
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すら立たず，妥協しでも何とか所領の一部返還を希望していたのである」。
尾越土の三侯がしきりに朝廷(新政府〉と大阪にいる慶喜のあいだを奔走
して，問題を平和裡に解決せんと懸命に努力を重ねた。しかし調停の任に
あたる春巌公と山内容堂らは原則としては幕府側の自発的中し出を待つ態
度をとっていたため事態は容易にはかどらず，岩倉・西郷らの討幕派を主
流とする新政府は，辞官納地の儀が久しく停頓しているため，強くその決
行を迫った。ついに12月初日，春獄公は尾州公(徳川慶勝〉とともに大阪
におもむき，慶喜に勅旨を伝達した。ここで慶喜は前内大臣と称し，御政
務御用途の儀は天下の公論をもって確定する旨協定され，固い恭順の意を
示しながらも，納地問題については「朝廷の費用は諸大名一般其高に応じ
割賦」するというもので，幕府のみが納地するのはいかにも不当であるか
ら諸藩が全国割高をもって政費を負担すべきであるとしたので、あった。
結局朝廷側からすれば，維新政府部門の主流である討幕派が幕府勢力を
一昂しないかぎり維新の大業遂行は不能であるという立場から，最初から
平和的に解決する意図をもたず，しきりに幕府方を挑発する態度をとった
こと，また西郷が同志の相楽総三らに命じて江戸薩摩藩邸を拠点として，
江戸の治安撹乱工作をおこない幕府側を挑発し窮地に陥れようとしたこ
と，反対に幕府側からすれば，朝廷側が前将軍慶喜に対し辞官納地を強
要するのは言語同断の暴圧であると，かねてから憤濠ゃるかたないところ
へ，江戸の治安撹乱戦法にあって激怒，ついに1868(明治 1)年1月3日，
伏見で両軍の戦端が聞かれ鳥羽伏見の戦いをみるにいたった。同 1月10日
維新政府は「是迄徳川l支配イタシ侯地所ヲ天領ト称シ居候ハ言語道断之儀
ニ侯。此度往古ノ如ク総テ天朝ノ御料ニ復シ，真ノ天領ニ相成候間左様相
心得へク侯。」と，旧幕府所領を新政府直属とする旨公布し，これを没収し
24)藤村還前掲書3頁。
25) 1"岩倉公実記」中巻228頁。
26)辞J官約地問題の経過等については「岩倉公実記」中巻203頁以下， 1"徳川慶喜公
{云」第四巻三十章，三十一章各参照。
27)明治元年「法令全書J6頁。
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たので、ある。
3. 商人層からの御用献金
!日幕府所領を没収して新政府直属とする旨を公布したものの，単なる名
目上にとどまり，これによりただちに新政府の実収が増加したわけではな
い。これよりさき，新政府は慶喜より納地を拒否されており，諸藩もいまだ
財政権を返上していない上に，朝廷にも一金の御貯えもない状態であるか
ら，みずからの財政資金を何としてもみずからの手で緊急に調達せねばな
らなかった。憂慮した岩倉らは「種々評議の結果，一時便宜の方法によっ
て御用金穀を調達し，之に依って政局の発展を期するの外なし」という結
論から，一時危急の便法として新政府財源を旧来の商人層からの献金によ
る調達に求めた。この場におよんで急場をしのいで政府財政を救う手段と
しては旧来の都市大商人層に依拠する方法以外に良策がなかったからであ
る。この資金調達業務を担当する最初の政府財政機関として1867C慶応 3)
年12月23日cr岩倉公実記J)，賢春門前なる学習院内に金穀出納所が創設さ
れた。今日の大蔵省の前身である。
金穀出納所は由利正通「子爵由利公正伝」によれば， 12月「十一日一乗
院呈坊に参与役所を創設し，その管轄の下に設けられた財務機関であっ
た」とあり， r明治財政史」によると， 12月「十二日一乗院呈坊ニ参与役
所ヲ創設シ其管轄ノ下ニ金穀出納所ヲ置キ同月二十七日仮ニ京都学習院ニ
之ヲ置ク」とある。これらの記述によれば金穀出納所は岩倉のいう 12月23
日以前にすでに存在していたようであるが，維新政府の最初の財政担当官
として越前福井藩土三岡八郎(のちの由利公正〉・名古屋藩土林左門(のち
の安孫子六郎〉の両名が御用金穀取扱方を仰付けられたのは12月23日であ
る。日く，
28)沢田章前掲書12頁。
29)由利正通「子爵由利公正伝J170頁。
30) 1"明治対政史」第一巻229-230頁。
31) 1"岩倉公実記」中巻200頁。 由利公正(当時は三間八郎〉が御用金穀取扱方を任
命された経緯については，坂本龍馬の岩倉への推薦があったからだといわれてい
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三岡八郎
重量而被 聞食入候儀有之御用金穀取扱ノ儀取締被仰付侯，尤参輿之憧勤
仕可致御沙汰候事
十二月
追而亭習院ヲ以テ副今之虚， f毘ニ金穀出納所ト被定侯間，同所へ出勤
可有之侯，但尾藩林左門外ニ執次武人同役ニ被仰付侯間右中合勉勤可
有之侯事
以後維新政府の財政資金調達運営はこの 2名の財政担当者によってなさ
れるのである。当時の商人層からの献金による資金調達について r岩倉
公実記」はつぎのごとく述べている。 r小堀数馬ニ命シ其保管スノレ所ノ貢
納金ヲ出サシメ，以テ一時度支ノ急ヲ済フト聖堂，施政ノ 1国序ヲ立ツルニ従
ヒ，費途益々多端ニシテ之ヲ供給スルニ難カラントスO 具視大ニ憂ヒ東西
本願寺，興福寺等ノ僧侶ヲ諭シテ金穀ヲ献セシメ，又都下ノ豪商三井三郎
助，小野善助，島田八郎右衛門ニ金穀ヲ貸与センコトヲ論ス。且熊谷久右
衛門(香具荷鳩居堂ト号ス〉等ヲシテ洛ノ中外ノ豪商農ニ金穀ヲ献納シ又
ハ之ヲ貸与センコトヲ説カシム。十二月二十三日金穀出納所ヲ創置シ参与
林左門，三岡八郎(由利公正〉ニ其取締ヲ命ス，是ニ於テ朝廷会計ノ途始
テ緒ニ就ク」。
「朝廷会計ノ途始テ緒ニ就ク」とはいっても，新政府が幕府からの財政
を授受したわけではなく，みずからの財源を所有しているものでもないた
め，当初の金穀出納所の用件は御用金調達の範囲を出なかった。すなわち
る。 1867(慶応3)年11月1日坂本来福，藩庁通じて由利iこ面会中し込み 2日商
会。坂本の「現在朝廷に備蓄なし名案は?Jの聞いに，由利「金札発行せざれば
今日天下の計画は出来ぬJと答へ，みずからの経治策を波J座。坂本3日福井出発し
上;各。 6日岩倉;即に謁して由利召命の策献ず。太政官より福井藩へ由利を上京せし
める旨の御沙汰あり，由利12月15日出発。 18日上洛，御所へ初参内， 18日付をもっ
て参与に任ぜられ， 23日御用金穀取扱いに任命さる。(由利正通前掲書146ー 169頁
参照〕。
32) 1"岩倉公実記」中巻200頁。
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金穀出納所の最初の会計業務はまず商人層から御用金穀を調達することか
らはじまった。 12月26日地元京都の豪商三井・小野・島田三家を召喚し，
論告文を発して献金方を要請した。金穀出納所が三井三郎助に為替方御用
を命じて達した諭告文はつぎのごとく述べている。 r今般幕府大政を奉還
し，直に大阪城に引上げたるに付，天下の政事は都て朝廷より仰出でらる
べきは勿論の儀に侯得共，未だ幕府より会計方の引渡なければ，恐多くも
ー金の御貯之れなき姿にて，何分にも御手薄の御儀なり。依之金穀出納所
を置かれ，金穀醸集方尽力中に侯処方今の形勢より察するに，朝幕の間何
時兵端を開くべきやも調tlり難く，諸経費及軍資の支出に差支ふるの懸念な
きにあらず，其組儀は年来輩下に住居し，往昔より禁裏御両替相勤め来り
候儀に付，更に金穀出納所御用達申附け候，比御場合を恐察し奉り急ぎ勤
王一途に尽力すベしJ。
同趣旨の諭告は他の京都の巨商・寺社にたいしても発せられた。これら
の諭告によって12月27日熊谷久右衛門は金 500両を献金し，翌28日加賀屋
茂兵衛は金 100両を， 29日には奈良輿福寺より金1000両，晦日には為替方
三井組が金1000両を献金した。三井組はこのほか伏見戦争前夜の相国寺頓
営薩寧に士気高揚の目的で金1000再送献するなど多額の献金をしている。
小野・島田両組の為替方もそれぞれ翌年正月 9日をもって金1000両宛献金
するにいたった。これらのほか東西本願寺(翌正月 4日それぞれ1000両，
3000両〉をはじめ多数の献金があいついだのであった。
金穀出納所は12月29日大阪の豪商鴻池善右衛門・加島屋久右衛門ら「大
阪十人両替仲間」を， r此度大政御変革に付御用の犠有之候間，主人に重
33) r三井家奉公j渓歴J1頁。
34)香具商老舗鳩居堂主人 熊谷久右衛門は勤皇の志最も厚く，伊東範次郎等と共に
東奔西走，洛中洛外の富豪等に御用金穀献納を勧説し殆んど商事を顧みるいとま
がなかったという。(沢田章 ]Ii掲書13頁〕。
35) r三井家奉公設歴J1-5頁参照。
36)沢田章前掲書13-4頁参照。
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役之者附添早々登京可仕候事」の旨を達して京都に召喚せんとした。しか
しこの段階では年の瀬であったこと，多人数が申合せて奉行所へも届けず
内密に上洛することは困難であるとの理由で，結局慶喜への義理だてから
上洛を拒否されている。
以上のごとくして1867(慶応3)年12月27日以降，翌年 1月末日までに
金穀出納所に献納された金穀はつぎのとうりである O
一，金三万八千十五両ー朱一，大判十枚一，銀四千百六枚
一，銀三貫五百目 ー，銀一貫九百文一，米千二百四十石
一，綿百二十把ー，炭二百俵ー，草註千足
以上要するに経常的財源をほとんど有しない新政府としては，都市大商
人からの献金調達によって当面の急をしのがざるをえなかったのは当然で
あった。しかし1868(明治1)年 1月3日伏見・鳥羽の戦端が聞かれ一連
の戊辰戦争へと戦闘が拡大すると，政府支出は収入をはるかに超えて，こ
こに新政府は根本的にみずからの財政政策を確立せねばならなくなった。
かくして新政府の最も緊急にして最大の困難は討幕費の調達であり，維新
政府の財政政策は討幕費の調達から出発したのである。その困難打開の苦
肉の策が維新政府の財政責任者由利の会計基立金の募債であり，ここにい
わゆる「由利財政」の始動となったのである。(参与三岡八郎が「公正」
と改名したのは， 1868 (明治1)年8月であり，旧姓「由利」に復したの
は1870(明治 3)年8月8日である。かれが維新政府の財政責任者として
政策を遂行した時点で、は「三岡」であるが，一般に「由利財政」と呼ばれ
ているため以下は「由利」で統ーして記す〉
4. 会計基立金募集(由利財政発足〉
第一新政府財政政策の必要
世にいう鳥羽伏見の戦い開始時の新政府の会計窮状と混乱について参与
37) r鴻池文書」。本庄栄治郎前掲書 367頁。
38)本庄栄治郎同上367-8頁。
39)沢田章前掲書15頁。由利正通前掲書185頁。
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東久世通轄はつぎのごとく語っている。 r戊辰の正月伏見鳥羽の戦が始ま
った時は実に朝廷の安危存亡ともいふべき秋であった。其当時吾々は素よ
り決心して居るから繁れて巳む迄の事と思って少しも怖い事は無い。三日
の夜征討参謀を仰付けられて，俄に旗を造るやら， 出発の準備をするや
ら大騒ぎであったが，此時朝廷に金が無い。誰やらが会計官であった
が，御所中でヤット五百両許りかき集めてそれで東寺まで押し出した」。
前出の勤王の志最も厚いとされる熊谷久右衛門(直孝〉はまず伏見で戦端
が開かれると r明日の事は言ふて居られぬ。今御所にさっぱり金が無い
のやで，何事をすることも出来ぬから，マア是だけは持って行くワ」とい
って，売上げ金66両余入った銭箱をそのままつかんで朝廷へ急行し，さら
にその後金1000両献金したといわれる。
伏見鳥羽の戦いに端を発し 1月7日に「徳川慶喜追討の勅令」が発せ
られて，東山・東海両道から追討のために京都を進発した東征軍は，それ
ぞれ岐阜と府中で軍資金が欠乏し，矢のような軍費督促の急使をしばしば
京の会計局へ送らねばならなかった。新政府の必要経費は戦火の拡大とと
もに一層多額の討幕費を必要としたばかりか，一連の維新事業遂行のため
にも走大な費用が要求された。主要項目のみを摘出してみればつぎのごと
しである。ー，有栖川東征総督の東征軍費(御親征費)， ー ，関東大監察
使東下費一，御東卒御用費一，甲鉄艦代金(幕府がアメリカへ注文し
ていたもので25万トー ル〉 ー，貿易基金洋銀5万ドル ー，その他。
維新政府の財政は当初から三井その他の宮豪を中心として，京都商人の
献金調達に依存してきた。それだけに新政府は三井その他の富豪を優遇し
た。三井組の記録はつぎのごとく記している。 1838(明治 1)年 1月18日
に「正親町少将股御目見付仰付けらるべき旨仰出たされ三郎助名代査人参
政侯処，御膝元近く御招寄せ御手づから御家斗鞄下し置かれ，今般御一新
に付献金奇特の事，猶ほ勤王尽力致すべき旨御意有之御別府に於て御菓子
40)東久世逮稽「竹亭回顧維新前後」。 由利正通 前掲書180頁。
41) r世外侯事歴維新財政談」上巻1-4頁参照。
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御酒御飯下され{民事」。
1月15日の三井の口上書によれば，従来三井・小野・島田三家は新政府
の献金要請にたいし，その都度協力して，三家の信用にたいして取組んで
きた為替金を融通して政府の緊急費用をまかなってきた;しかるに金穀出
納所の支出は収入よりはるかに多く，それだけ御用金も多額にのぼり，も
しそのために為替の支払いを停止すれば商取引上の信用を失墜し，融通阻
害から，ひいては御用金が困難となる恐れがあった;ここにおいて金穀出
納所は 1月17日につぎのごとき達しを公布したのである。 r御復古に付て
は其筋追々御取調可有之儀に侯得共，即時金穀御用途の処，御手支への程
も難計，何時御用被仰付侯哉に付，各々分相応用意致し置くべし，尤借召
され候次第に有之侯事。
但，相対取引の分は勝手たるべし侯得共，本文の通りニ付大金融の儀は
-t，金穀御役所へ伺出候上取計可致候。
辰正月 金穀出納所」。
ここにいたって新政府は，御用金は単なる献金ではなく政府の借入金で
あること，ただし多額のばあいは一応金穀出納所の都合を確認したうえで
納金することを公表せざるをえなかったので、ある。三井・小野・島田三家
の豪商を中心とする商人層からの献金調達の限界をむかえて，新政府は従
来のごとく当面する場当り主義的な急場しのぎの財政問題処理に追い回さ
れるのではなく，資金窮乏打開のために本格的なみずからの財政政策の確
立を要請されたのである。維新政府が財政資金調達のために講じた本格的
な政策が，発案者由利による会計基立金とよばれるものである。
第二会計基立金成立
これよりさき，由利はかれが召命をうけて1867(慶応 3)年12月18日上
42) r三井家奉公履歴J7頁。本庄編前掲書403頁
43)同上3-4頁参照。
44)本庄栄治郎編前掲書365頁。
45)同上365-6頁。
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洛，即刻参与職拝命以来(御用金穀取扱方拝命は23日)，かれが坂本に披漉
した金札発行による経倫策をしばしば岩倉に進言していた。翌1868(明治
1 )年1月4日由利は太政官会議において金札発行の議を建議したが強い
反対論にあい，この時点ではいまだ採用されなかった。
伏見鳥羽の戦火が拡大して東征軍となり巨額の軍費を必要とするにもか
かわらず，新政府では財政(会計〉の基礎が未確立の状態であったため，
1月8日「経済を如何せん」との議題で小会議がもたれた。由利が語ると
ころによればその内容はつぎのごとくである。 r其時の列席者は広沢兵
助，岩下左次右衛門，後藤象次郎，福岡藤次，大久保一蔵と私と六人……
其経費が如何とも仕方がない。そこで軍用金を如何せんと広沢が口を切っ
て私に二十万両の金を心配して呉れと言ふた…・・其時二十万両といふたの
は余程思ひ切って言ふたのでございます。私は唯其位の金は何の足しにな
らぬと言ふた。……然らば貴様の考えには如何ら程要る見込みだと言ふか
ら，差向き三百万両は要る。つまり江戸まで攻めて行くだけの旅費を造ら
なければならぬ。大津迄行って叉それから先きの軍用金を募るといふ様な
事ではいけないと言ふた。それなら其の金が出来るかと言ひますから，出
来ぬでも造らねば止めることはなるまいから，是非共やるに仕様ぢゃない
かといふ話になってJ，会計基立金募債の根ができたのである。この会計基
立金は太政官札(金札〉発行と密接な関連があるが，太政官札は当面の本
題でないので，ここでは言及しない。
由利は拡大する戦費調達方法として 1月21日会計基立金 300万両の募置
と太政官札発行の件の双方を同時に太政官会議に建議した。会議は「衆議
紛伝疑曜百出して容易に決せず，翌二十二日も同様の結果に終り，二十三日
46)由利正通 前掲書188-9頁。小会議の日付けは，由利の時と所を異にした談話
によれば6， 7 ， 8 ， 9各日の4種あって一定していなし、。(沢田章前掲書17頁以下
参照〉沢田章氏ば「由利公正子の実話は誤伝が多くして甚だ信用が出来ないJ(同
17頁〉という。三岡丈夫「由利公正伝」の小会議の件 (141-2頁)でな「七日夜」
となっている。由利正通「子爵由利公正伝Jは「最も信湿するに足るものとして」
史談会速記録第五十九絹37-39頁を転載している。(同188-190頁参照)。
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に至って始めて之を可決しJ，その主宰を由利に命じた。会計基立金募債決
定は，維新政府の最初にしてみずからの財政政策の出発点として銘記され
てよい。会計基立金が維新政府の政策として決定した日付けについてはか
ならずしも一定していないが， 1"春獄私記」・伊達宗城の「御手留日記」・
中根雪江の「戊辰日記」などは23日説になっている。そのうち「戊民日
記」の 1月23日建議可決の条によれば1"今日議事相決し御布令に可相成
御趣意御書面如左」として，つぎの文がかかげてある。すなわち「一今度
与天下更始一新公明正大之御政道被為行侯に付費用金先づ三百万両被為積
置度御趣意に侯依之京大阪不申及無遠遜富鏡之者共調達為致是を国債とし
万国普通之公道を以可及返弁決して後日之難渋に不相成侯様可取計候間無
懸念早々調金之儀会計事務裁判所へ可申出事
会計事務総督圃J
会計基立金募債決定は 1月23日であるが，宣募はすでに4日前の 1月19
日におこなわれている。1"大蔵省泊革志」は 1月19日の項で「金三百万両
近畿諸国の豪商に宣募す」と記している。その告令によれば， 1"今回金300
万両を募借し，次て会計の基本に充んとす。其の償還方は粗米を以て之れ
に抵当す。然るも若し他物を以て償還することを希望せば，良く之を申請
すベし」とある。維新政府の会計実権者となった由利は，維新の大業遂行
のためには 300万両の基金調達はやむなしとの固い決意から太政官会議
での募賃決定以前からすでに資金調達の準備を着々と進めつつあったこと
は明らかである。1"会計御用記J1月20日の条にはつぎのようにある。
「一，三井三郎助並手代明廿一日午刻金穀役所之召之事
一，三百万両
47)沢田章同上17頁。
48)向上17夏以下。藤村通 前掲書10頁各参照。
49)中根雪江「戊辰日記J94頁。
50)沢田章前掲書29頁。
51) ["大蔵省治革志J(1-明治前期財政経済史料集成」第二巻)3頁。
52)向上3頁。
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会計元立として園内富有之もの之調達被仰付置，右御返弁方御議定厳重
に御取極之事
一，調達族令安心之ため是迄公料と唱侯収納御引当に可相成哉之事」。
21 B，すなわち由利の会計基立金募債建議提出の日，三井のほかに小野
・島田の御為替方三家が金穀出納所へ出頭した。金穀出納所は 300万両調
達のために近畿における富豪商人の氏名をあらかじめ知っておく方が好都
合であるとの理由から，かれらを調査してその名簿を作成し提出せよと命
令した。すなわち「三岡殻より当地金銀座其外両替屋向銀主等都て身元宜
敷者名前早々承知致度尤近在の向旦大阪向大家向も相心得居候は父名前書
差出すベし」下命したので、あるO 大蔵省旧蔵資料によれば， 1京師大阪近
江富有或貸附両替等致し居候名知早々可差出侯儀申渡侯」となっているO
翌22日に「京都並近江在荒増名前書」一冊， 1大阪荒増名前書」一冊， 1江
州荒増名前書」一冊の富豪名簿3冊が奉皇せられた。これが後日会計基立
金募債の台帳となるのである。
第三会計基立金募債経過
会計基立金募債が 1月23日太政官会議で採択されると，これと同時に京
阪の富豪を来る29日二条域内会計事務裁判所へ召集する旨を決定した。
維新政府は前記奉呈帳にもとずいて 1月29日京都の富豪(主人または名
代)百数十人を京都二条城へ召集し，国家非常の際，奉公の誠をつくすべ
く告諭して，会計基立金300万両の募債のことを達した。諭達はつぎのご
とく述べている。 1此度於太政官万機被間召候に付ては，金穀其他民間戸
口賦役等の儀総て会計局御取扱に相成候には，其方共，向後会計御用被仰
付侯間何れも厚相心得正路を以上下共差支無之様精々尽力可有之事。尤是
迄仕来り融通は勿論新規取引の廉も，向憧成引当を以手広融通させられ度
53)沢田章前掲書30頁。
54) 1"三井家奉公履歴J11-12頁。
55)藤村通前掲書12頁註17。
56) 1"三井家奉公履歴J12-13頁。
57)沢田章前掲書30-31頁。
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御趣意に{民間，心附之次第有之侯はX早々可申出事。
金子参百万両
右者此度会計為御元立金調達可有之事，右返済の犠は地高を以御引当に被
成下候筈に候得共向好之筋も有之侯はど可申出事」。
京都商人のばあいは古来朝廷のお膝元であっただけに，維新政府との接
触が急速かつ緊密におこなわれたが，大阪商人にたいする召命は当初容易
ではなかった。 1867C慶応3)年12月29日に鴻池ら10人両替仲間が金穀出納
所から呼び出しをうけたとき，かれらが慶喜への義理だてから口実をもう
けて上洛を拒否したことについてはすで、に述べたところであるO しかるに
翌年 1月6日慶喜が大阪をたって海路江戸へ向うと 7日に慶喜追討勅令
が発せられて，ここに大阪も新政府の支配下に入り事情は一変した。大阪
商人にたいする召集は伏見鳥羽の戦いにより中断されていたが，新政府は
1月18日畑肥前守を禁裏御使として下阪せしめ即日鴻池ら十人両替仲間に
たいし，明19日本人に重役の者付添い北組惣会所へ出願すべしと下命した。
19日出頭した鴻池らに，前述の去る12月29日の召状が再び交付され，上洛
の旨の請書を提出せしめられて， 23・4日頃各自上京したので、ある。そし
て1月29日二条城へ出頭して京都富豪同様由利より会計基立金調達の旨を
諭告されたのであるO 御用向き不明のまま上京した十人両替仲間は 300万
両という莫大な金額に， 30万両の間違いではないかと反問して，確かに
300万両であるときめつけられて一驚したといわれ，鴻池らは「誠に何が
何やら分らず，混雑J C鴻池文書〕のうちに，否応なく資金調達を応諾さ
せられたのである。
すでに幕藩体制下で多額の御用金に苦しめられてきたこともあって，大
阪商人の中には新政府の莫大な資金調達から逃れんために閉居・休屈する
者が続出した。三井組も幕末から維新時にかけて危機にあったことはよく
58) 1"三井家奉公覆歴J14-16頁。
59)鴻池ら大阪十人両替仲間が1月29日上京するについて，その御用向き如何と大変
心配していたといわれる。沢田章前掲書33-34頁。本庄栄治郎前掲書368頁各
参照。
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知られているところであるが，当時の三井の窮状について由利はつぎのよ
うに述べている。 1三井の屈が江戸にも大阪にも京にもあって，金庫が八
つもありましたが，其実一文も金はありませぬ」。 三井組に次いで新政府
に多額の献金をおこなってきた小野組も，当時貸付金はほとんど回収不能
となり営業休止の状態に陥っていた。すで、に述べたごとく三井・小野・島
田三家が金穀出納所の矢のような献金調達の要求に応じえたのは，三家が
協力してその信用にたいして取り組んできた為替金を融通してきたためで
あった。しかるに無制限な新政府の御用金に為替支払い停止寸前にまで追
い込まれ，かつ大阪の多数の商人が閉庖・休庖するにいたっては，到底
300万両の募債を実現することは不可能であった。そのうえ京都商人の中
にも多額の御用金穀を献納して奉公の意をあらわした上に，なお莫大な基
立金受諸を強要されてはと，これから逃避せんとするものが少なくなかっ
~" ，、』。
かくしてここに 2月2日三井・小野・島田の為替方三家は大阪の富豪を
説くにあらざれば，その募集は困難である旨のつぎのごとき口上書を金穀
出納所へ提出した。
「 乍恐口上書
此度京阪町人共被召被仰渡侯御次第柄難有泰拝承候，賞以査方可仕義勿論
之御事に付而は舎計御取立金高三百蔦両と被仰出英大之御事と乍申，今一
段虞大にも住度被仰出之通上下共差支無之様之御趣意、難有相貫申度皆承り
候得共，大阪名之聞に侯町人之内戸〆或は休広仕候向も右之哉承り，昔時
御大切之御場合右様成候而は不人気之基，私共義は御為替御用被仰付候義
に付但々融通相成侯様心願に御座侯，向御役所御役人様方並熊谷久右衛門
始上下共-ji!無御腹臓心底打合置，此度被為召侯町人之内にも不心得之者
60)由利正通前掲書190頁。
61)小野善右衛門(当時は西村勘六〉は新政府への献金についてつぎのごとく述べて
いる。["徳川家に捧げて灰にするか又は朝廷様へ差上げるか…・・ 自分の家は代々
京都に住居して朝廷のお膝元で安楽に商売をして永らく御恩を蒙ったから，同じこ
となれば朝廷の方へ捧げようといふので......J (由利正通 前掲書183頁〉。
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候得共論談仕度奉存候，併深思召も被為在侯慮に右様之義奉申上候茂奉恐
入候得共唯一心に御趣意相貫申度心底に付奉申上候，若御差支被為在侯は
X御聞流可被成下候様奉願上侯 以上
二月二日
金穀出納所
御役人中様
為替方
名 代連印
?
?
?
岩倉は為替方三家を本邸に召致し，とくと朝旨のあるところを説諭し，
かれらをして遂に家産を傾けるも必ず命に応ずる旨誓わしめると同時に，
2月12日会計局判事三岡八郎こと由利公正は大阪商人説諭のため下阪し
た。(1月17日，会計事務課が創設され，金穀出納所の事務を管理〉。 由
利は翌日日鴻池・加島ら大阪商人15名を旅宿に召喚して基金募債の理由を
諭示し，即日全員を会計裁判所御用掛りに任命した。 2月19・20日両日，
大阪町人650人09日， 322人。 20日， 328人〉を召出し，基金調達の旨諭示し
7こ。
新政府の懸命の努力にもかかわらず会計基立金は従来の御用献金とこと
なり，地租を引当にした園内債であったにもかかわらず，新政府の意図に
反し容易に集まらなかった。主要理由は l.内乱とそれに付随する政情混
乱。 2.経済秩序の破壊と商業不振。 3.京都・大阪をはじめ畿内豪商の商業
利貸資本の減少などであり，倒産関庖する商人続出，将来への不安もあっ
て会計基立金に応募しようとする商人が少なかったからである。
維新政府はみずからの財政的基礎の確立のために，会計基立金 300万両
募置という一大目標をたてたのではあったが，その募集は困難であり，軍
62)沢田章前掲喜36頁。
63)向上35頁。
64) i鴻池文書J。本庄栄治郎前掲書269頁。
65) i金穀出納所御用留J，本庄栄治郎編同上369頁。
66)会計基立金の性格についての各見解については藤付通 前掲書8-9頁参照。
67)藤村通向上11頁。
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費もいぜ、んとして欠乏していたO 御親征の名目でまず大阪までの行幸を決
定したもののその費用がなく 2月21日京都富豪16名につぎの諭告が通達
された。 I此度御親征ニ付き当月先ツ浪華へ行幸被仰出候。右御用途筋ノ
儀ハ皇威弛張，根基ニ候テ，御親征御成功之御用務ニ侯間，御趣意ヲ以テ
其方共へ右御用達被仰向I之侯。……」。 大阪商人に対しても上納金の下命
があり，京都・大阪の商人がそれぞれ5万両ずつを割り当てられた。東征
軍からすれば軍費を京都にたよるほかにすべがなく，新政府へ戦費調達の
催促が矢のごとく相次いで，京都会計事務局の軍資金調達の苦膚奔走はそ
の極に達したのである。
駿府駐在の大総督府は京都からの送金が思うように期待できないため，
やむなく現地調達によって資金欠乏を補わざるをえなかった。まず大総督
府は 3月4日資金調達の窮余の一策として金券(軍票)発行の同意を会計
事務局にもとめた。会計事務局はその会計の窮状を告白して，出先きにお
いて金券を発行し一時支弁せよとつぎのごとく回答したのである。 I寧資
金穀ノ度支ハ目今ノ一大要事ト為ス，然ルニ前日陳開セシ如ク本局ハ徒ラ
ニ会計ノ名有/レモ其実無ク，種ニ称借金ヲ以テ目下ノ急ヲ済スルノミニシ
テ局内日用ノ経費スラ向其ノ弁給ニ難ンス，困テ牙旗屯割問ノ費用ハ前日
商議セシ如ク金券ヲ以テ一時之ヲ措弁シ，日後本局ヨリ真貨ニ免換シテ其
ノ金券ヲ回収ス可ク……」。 しかるに旧幕領の上新政府にたいする信用が
いまだ稀薄であるところから金券発行が円滑におこなわれないため 3月24
日府中商人から御用金借り上げについて会計事務局へつぎのごとく諮問し
た。 I目今軍須金穀欠乏シテ其ノ度支ニ難ム，因テ官寧ノ駿河国府中ニ屯
劉スノレノ間本地ノ市民ニ用達ヲ命シ以テ金銀ヲ公貸セシメントス，蓋シ先
鋒ノ軍隊モ亦タ費金匿少ニシテ相ヒ済フ能ハス，而シテ前日貴局ニ要求セ
ノレ金銀モ亦タ輪到セス，故ニ巳ムヲ得スシテ比ノ措置ニ着手セム某ノ償
還方ハ本年歳抄ト明年トノ両国ヲ以テ定期ト為ス，有モ約信ヲ失セサレパ
68) I岩倉公実記」中巻292頁。
69) i大蔵省沿革志J(1明治前期財政経済史料集成」第二巻) 9頁。
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則チ此ノ穀借ヲ挙行スルモ妨ケ無ル可シ，請フ権宜処分ノ情状ヲ領悉セ
ョ」。 これにたいし同意の返事があたえられた。結局大総督府は府中商人
たちからの現地調達と会計事務局からの糧米2万俵，三井・小野・島田三
家より調達の一万両の送付をうけて，ここに東征草はようやくふたたび進
発可能となり，江戸にはいることができたのである。
第四 会計基立金募債成果
会計基立金調達についてはその過程において募債する維新政府側のみな
らずp 三井・小野・島田三家の御為替方をはじめとする強制的に応募せし
められる側にとっても言語に絶する苦難があったことは容易に想像され
る。会計基立金募債はそれ自身独自の財政政策として遂行されたものでは
なく，後にみる由利の殖産興業政策にかかわる太政官札(金札〉発行との
関連において立案実行されたものであるため，これだけをまったく切りは
なして論ずるのは至当で、はないということを念頭に入れて，会計基立金調
達の成果をみておきたい。
本庄栄治郎氏の「明治初年の御用金」によれば，つぎのごとくなってい
る。 1869(明治 2)年12月三井組が政府の諮問に応じた「口上書」によれ
ば， r京都弁在々凡高金百三十万両に御度侯」となっており，島国家の記
録には「京阪弁に在々にて凡高金百三十万両調達仕侯事」とある。また岩
倉が5月に上申した意見書中にも r前日以来僅に三百万両の金を徴募す
るに未だ予算の半ばに達せざるは殆んど憧訪に堪へざるなり」とあり，そ
の徴募額はおおよそ明らかであると。
会計基立金調達の成果の評価は基立金の性格をいかにとらえるかという
ことと関連する。沢田章氏が「明治財政史」を批判して r明治財政史と
も言ふべき綜合的大編纂を成すに当って……維新当初の会計基金三百万両
70)向上8頁。
71)東征軍の軍資欠乏と調達については，沢田章前掲書45頁以下，神長倉真民前
掲書第一編の 1頁以下，第二編140頁以下，由利正通 前掲書214頁以下各参照。
72)本庄栄治郎編前掲書370頁。
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調達の如き，何等の記述もなく，全く閑却せられて居るのは何故であろ
う。」といわれるように，明確な性格規定をあたえていないために見解が分
かれたので、あるO すなわち本庄氏は会計基立金と御親征費・関東大監察使
東下費・東幸費などを別個のものとするいわゆる狭義の解釈をされるとこ
ろから前述のごとき成果となるのである。
沢田氏が指摘されるごとく，もともと会計基立金とし、う特定名古宇が最初
から存在したわけで、はないから，会計基立金と呼ばねばならない理由もな
いのである。つまり大蔵省資料は会計基立金 300万両は諸調達資金を包括
せるものとして一括処理しているのである。
したがって沢田氏の広義説が至当とおもわれるが，この見解に立てば会
計基立金の資金調達成果の評価は一変する。すなわち大蔵省出納寮書類の
うち「卯年正月より己年正月迄」の「京摂其外基立調達金」によれば，関
東調達分をのぞいて，金267万1，876河 l朱，洋銀2，301枚，銀210貫目，こ
れらのうち洋銀を金に換算すれば1，725再3分，銀のばあいは3，500両，合
計267万7，101両3分 1朱となる。これに東京会所分32万 1，330円余，横浜
町会所分7，844円を加えると会計基立金調達目標は達成しているといって
もよい。
しかし会計基立金資金調達の成果というばあい次の諸事情を考慮しなけ
ればならなし、。すでにふれたごとく，会計基立金の募債は太政官札(金札〉
発行と深いかかわりをもっているために，本来これらの関連をまったく無
視して論ずることは至当ではなし、。また大総督府が府中商人から資金を借
り上げた例や，東征軍が急場をしのぐために江戸において 100万両の寧費
73)沢田章前掲書5頁。
74)会計基立金については用金説・国債説準備金説などがある。藤村通 前掲書8
9頁参照。
75)沢田章前掲書85-87頁。藤村通前掲書8-9頁。
76i r出納寮関係史料雑綴J，三井文庫写本，沢田章前掲書87-89頁。
77)沢田章同上90買。
78・79)r歳入歳出決算報告書J(1明治前期財政経済史料集成」第四巻)49頁。
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調達をおこなったことにみられるごとく，京都からの送金が滞りがちであ
るがために，東征軍は現地で個別的な独自の資金調達をせざるをえなかっ
たので・あるO かくして「会計基立金の宣募は政府調達金の趣旨を綜轄した
ものとしての意義をもって，個別的な調達金にくみかえられて」いったと
いうことである。さらに会計基立金300万両募債というばあいその300万両
という見込み金額は由利が必要資金としてあらかじめ算定して割り出した
数字ではない。由利の語るところによれば r初めに二十万両，三十万両
と言ったら再びとは出はしない。ベソをかくより外，道がない。そこで三
百万両と切出しておいて取れるだけやって行く考へだった」というのであ
るO すなわち最初少なく切り出して後日困らないために 1月8日の小会
議の席上関口一番，列座の決意をうながす意味に用いたと述懐しているこ
とも考慮、されねばならないとおもう。
会計基立金は，元来当初から三井・小野・島田三家を中心とする商人層
の献金に依拠してきた財政的基礎をもたない維新政府が，はじめてみずか
らの財政的基礎を確立するために地租を引当にした園内債として，同じく
三井組らの商人に依存しながら当面の寧費・政費充当の基金とする目的で
立案し，実行に移した財政政策であった。しかるに大阪商人をはじめ京都
商人や近畿の商人たちが基立金調達から忌避せんとしたり，減額嘆願が相
次いで，基立金の資金調達はかならずしも新政府の意図どうりには容易に
進行しなかった。その間閏4月25日付書状をもって三条関東大監察使が，
「金子極々払底最早軍費も殆尽果困苦仕侯間模様により外国より借用可仕
候間此段御聞置可給候Jと，草資金50万両を会計局へ申請してきた。同29
B議定参与が召集されて大会議が聞かれ，その席上岩倉は今日政府の財政
問題の重大なるを論じて，その解決に各位の尽力方を要請した。ついで5
80)藤村通前掲書11頁。
81)由利正通前掲書205頁0
82)同上189頁。
83)沢田章前掲書71頁。
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月8日改めて会計基立金資金調達のための諭告が発せられた。この内皆布
告は従来のごとく京畿地方のみにとどまらず，広く諸地方の富豪庶民に調
達金を求めるものであった。いぜんとして会計基立金資金調達に困難を
きたしているあいだに，金札発行予定日であった5月15日を迎えるのであ
る。
(第4号へ続く〉。
